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憂2－ベラルーシ・ゴメリ州における，発症時14歳以下の

小児の甲状醸がん発筵散
ご被曝による甲状腺がんの椛威と思われる研究者

らが書いた福島凧の甲状j膜先行検壷とウクライ

ナでの統制･の比戦の論文では．先行検壷の詰果

はウクライナでの，甲状腺がんの地加が始まる

前の潜伏期での結果とよく一致しており．した

がって被曝のM鋼1はないと結諸されている。

．しかし、実際にウクライナの年ごとのデータを

みると「潜伏朔」とされる1986～1989年の

う.ち斌後の1181年だけでそれまでの3年間と

ほほ同じ数の甲状腺がんが発生していて．明ら

かに被曝による鐡仙は始まっている。

割では1989年以前はどうかというと‘ベラルー

シ・ゴメリ州のデータは1986年以前に比べて

87年．88年の2年111は「28倍」にもjM加し

た可能性があることを示している。

．すなわち．1989年までが職伏期」であると

いうのはデータが示すところではなく，データ

は】,87年や1988年から既に地加が始まって

いることを示している。

｡このため．ウクライナのその時期のデータに祝

島の先行検在のデータが似ている．ということ

は、被曝の影卿がないことを示しているわけで

はまったくない。もちろん、これだけから被曝

の影鞭があるとは結誇できない。
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日本における使用済み燃料貯蔵の安全性と
セキュリティー
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わかるはずがないので‘それ以萠のデータと比較

する必要があるでしょう。蕊念ながら、この碕文

にも．元データがある文献にも．1986年以荊の

甲状腺がん発症数は示きれていません。

ではそんなデータはどこにもないか．というと

そんなことはなくて‘ウクライナではなくベラル

ーシなのですが,ThyroidcanccrincidencetIEnds

inBekms:"IIminingrheimpacroFChernobyr5と

いう鈴文があって1986年以前の数値がでていま

す。この諭文では．ベラルーシ全体‘砂断時14

歳以下で．男女合m1･1980～1986年合計3名，

1987～199]年合計61名,1992～1996年合計

201名となっています。この謄文ではまた困った

ことに1987年から91年までがひとまとめにな

っていてよくわからないのですが．山下俊一氏に

よる「チェルノブイリ原発躯故後の紘雛問題｣*‘

に‘ベラルーシ全体では摩<ゴメリ淵だけですが．

発症年と年齢ごとの詳しい表があります。この表

から求めた，ゴメリ州での発症時'4歳以下の人

数を表2に示します。

ゴメリ州の人口はベラルーシの人口の概ね]ﾉ6

なので，1986年までの年ごとの発生数のⅢ待値

は3/(7×6)＝0.07となります。これに対して’

1987年と1988年の2年lulで4名発生しており．

これは期待値の28倍です。と書いて菰も意外な

結果に疏いたのですボ数値を見る限りベラルー

シでは1988年までに既に被曝による小児甲状眼

がんの明らかな期加がおこっているということに

なります。

今月のまとめは以下のようになります。
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仏Ｉ チェルノブイリや棉脇鋪一のサイトの周りで綴く

放射能汚染地域の主たる原因となっている核甜で

ある。

何十年にもわたって原子力「エスタブリッシニ

メント｣(誕刺当風,遼茶，矼力会社,学獅は使用済み燃

料火災の脅威を深刻に捉えてこなかった。炉心溶

融と比べてリスクが非撒に小さいと信じてきたか

らである。たしかに，プール内の継料は鰻近炉心

から取り出されたばかりの燃料を除けば．運賑中

の炉心の燃料よりずっと冷えている。そのため．

多くの辨故シナリオでは，発確所の作業貝らは，

プールの水が沸聡してなくなり使用済み燃料が危

険なレベルにまで過熱する前に使用済み燃料プー

ルの冷却を復旧するための期間として，何日も．

鞘合によっては何週間も与えられている。

しかし，状況によってはこの邪悩は劇的に変わ

りうる。たとえば大きな地震や場合によっては

テロ攻繋によってプールのステンレス銅製のライ

ナー(内製り)が引き裂かれると，わずか数時間の

内にプールの冷却水が完全に流れ出してしまう可

能性がある。プール内の使用済み燃料の配列の仕

方や前回の燃料交換用原子炉停止からの経過期1111

などの要因により，使用済み燃料プールの冷却材

喪失事故<om)は壊滅的なものになりうる。。

使用済み燃料プール火災のリスクに影堺を与え

るもう一つの要因は．使用済み総料を商秘密化ラ

ックに藩め込むという一般的な方法である(因1)。

元々のラックの設計は．低密度のもので‘オープ

ン・フレーム磁子松の伜だけで燈朴を支える方式】とな

っており，垂直方向だけでなく、水平方向にも水

－－－』’
はじめに
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日本が2011年3月の棚烏戦故の後制定された

新しい安全性規則噸側基準」の下で一部の原子

炉を再稼働させる造を進むなか‘市民が関心を拝

ち統けなければならない符威一規制当局が十分

な注迂を払っていない脅威一がある。訓密な形

(商密画で使用済み燃料を入れたプールの危険性

である。原子炉にはすべて，もう使えなくなった

照射済み煥科を入れたプールがある。貯蔵プール

内の使用済み燃料は‘放射性の核分裂生成物の伽

壊による熱を発生させるから，冷却し絃けなけれ

ばならない。この冷却が中断すると．使用済み雌

科の爆料棒は過熱．発火し、溶融する可能性があ

る。

使用済み熾科のプール火災と原子炉の炉心溶融

の進行の仕方には技術的に述いがあるが,,結果は

似かよったものとなりうる。燃料から大jitの放射

性物質が出て，現塊中に放出される。実を言うと，

使用済み燃料のプール火災は炉心溶融よりもずっ

と大避の艇寿命の放射性核稚セシウム137(~

137)を放出しうる。なぜなら，使用済み燃料プー

ルには普弧‘原子炉内の数倍の焼料が入っており‘

また‘プールは密閉性の格納容器の中にば入って

いないからである。半城川30年(非信に低いﾚぺﾙに

主でjI魂するのに約訓｡坪かかる)のセシウム，釘は．

I

’

’ 次回は,(b)の，禍局では被曝鉦がチェルノブ

イリよりはるかに小さい，というのは本当か．と

いう問題と．残りの2本の論文について検討す

る予定です。I
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オープン・フレーム稠密貯蔵 使用済み燃料･プール冷却と初給水の注入のための

緊急時蹄システムの信緬性勾j句上を要求すること
となっている。

このような措世はもちろんﾖl輔に並妥ではある。
しかし，これらの描世は要員による手動描樋を前
提としているもそういう描殴は本質的にリスクの

あるもので，すべての使用済み燃料プール火災を
防止するという点では効果的ではないという可能
性が残る。

原子力規側委員会ばパッシブな方法で耶故およ
びテロリスト攻繋からのリスクを識らすことので

きる追加的多丞防謹措砥の枝討を無視してきてい

る。その方法とは，飛力会桂に対し，燃料の一部
を乾式貯藤に移すことによってプールに貯戦され

ている使用済魏艇科の密庇を下げるよう要求する
というものである。ブ監一ニル内の使用済み健料の密

皮を下げ.戯醤滅らすことによって．予伽の冷
却・棚給水注入システムが機能しなかった絡合で

もプールの冷却水の急激な喪失が公衆にもたらす
危険性を大躯に減らすことができ愚。これは，一
設的に，低密度のプールは高密度のプールよりも

冷却が容易だからである。また，ブール内の放射
性物貧の総ftが小さくなるから，凝塊中に放出ぎ

れる可能性のある鐙(いわゆる『ｿーｽﾀーﾑj)も減愚
ことになる。

日本の使用済み焔科プールのリスクは，現在．
比較的下がっている。取り出されたばかりという

慾料力叺っていないからである(取り出し組Imもない

煙科は。取りⅢL按裁力月も．あるいは致年も冷やした幽朴よ

りずっと槻い)。しかし，原子炉が再稼働きれると，

その掻初の燃料取僻えの膝に･1噸済み撚料の一部
が炉心から取り出きれてプールに移される。大体．
再穂鋤から1年後のことである。川内1号一
原子力規仙委員会の新しい規制韮準の下で再穂鋤
される最初の原子炉一一は2016年に慾料取舞え
のために巡転停止となる。

！
壷

フク,シ々 の教WII
’

灘
福島莱一の惨事の主鞍教訓の一つは‘原子力の

過醗事故の確率の削諒は．とりわけ,地震や洪水
のような天災によって鯖まる黎故の場合．極めて

不確かだということである。何十年にもわたって，
世界の原子カエスタプリッシュメントは，「確率

論的リスク評価(PRA》」と呼ばれるこのような分

析への依存を海めてきた一PRAは事故リスク
を正硴にH蝉できるとの間遮った印象を与えると

いう照念が前々 からあったにもかかわらず｡祇島

の場合・冒燃されたリスクは非辮に小ざなもので，
鋭制当局は，最大の津波の高さなどの不碓尖挫が

与える影馨についてほとんど注窓を払っていなか

った。その納果，副職者らは．このよう剰聡の

可能性について予測しておらず，緊急時対応計画

は，それに対処するのに十分なものではなかった。

もっとやっかいなのはテロリスト攻薙の脅威力穂
まり綻峨ていることである。テロリスト攻嬢は予
測不能だが,逓悪の訓轍と同じような損傷を原発
に与えうるからである。

広く受け入れられている原子力の安全性原則は．

不破爽性に総えるには原子力施股の股謝や迦脹に

大き鞍安全余裕と「多誼防設」を細み入れるのが

極めて｡､要だというものである。国際服子力機関

mm)の脱明によると、多並防遡とは「数々 の述

統的で独立したレベルの防謹の紅み合わせゴを用

意し，これらすべてが磯能しない泌合にのみ大き

な放肘鰭の放出力握さるという形にすることによ

り達成され愚ものだという。つまり，多近防渡は，

複数の独立した安全性の届が存在し‘これらの腰

の－つあるいはそれ以上力職能不全となっても．

少なくとも一つは洩るということを含癒している。

日本の原子力規別蚕貝会の採用した筑刷アプロ

ーチは．多並防渡を強鯛しており，亜大な原子炉

事故を防ぎ‘その影審を低減するための拾麓を拡

大・弧化することlこ力点を低いている。しかし‘

使用済み燃料の安全性に関しては,多並防謹に対

する爪子力規制委員会のアプローチは’主として．
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図1－オープン・フレーム・ラック鯵より安全

狐密なラブクでは，冷却水がなくなると空気冷詞Iが
うまくいかず.進糾励火の危険性が商<なる。5匁
以上貯鼠した催､済み懲料も乾式貯茂キヤスクに移
せ鯉オープン・フレーム・ラプクヘ移行できろ。
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’煤のため，失われた分を袖絵する試みが必死で展

開された。米国政府はコンピューター・シミュレ

ーションを実施して．両方のプールの使用演み嫉

料が発火した泌合どうなるかを枚討した。米国政

洛1m係者は．東京の日本大使館の喪員の安全性に

ついて心配していた。シミュレーションの績果は，

米国の諏境保艘庁〈8”が股定した韮単に従えば．

原発から約200km雄れた東京でも避難が必要と

なるかもしれ熱､ということを示した。

最終的には．祁烏弟一の二つの使用済み燃料プ

ールは安定化し，使用済み燃料は発火が可能なレ

ベルまで過淵することはなかった。しかし．これ

で洲断してはならない｡使用済み燃料プール火災

のリスクは、mi単な描腿で大柄に低減ず-ることが

できる。使用済み燃料を稠密プールから雌地内乾

式貯蘆キヤスク，あるいは，蚊地外の築中乾式貯

蔵施股に移し、我った迷料をプール内でもっと広

く雌して性けるようにすればよい。現在の澗密な

使川済み燃料貯瀧方式は‘危険であり．日本の

人々 の仙砿，安全性および繁栄をリスクに鵬すも

のである。日本の原子力規制委艮会は，原子力晶

砿所に対し,低密度の使用済み燃料プール形態に

することをできるだけ早く－望ましくは再穂働

前に－義務づけるぺぎである。

力硫れるようにすることで冷却効果を潤めるもの

だった。規制当局は徐々 に原総迎転者らに対し,

使用済糸燃料プー ﾙへの商密座ラックの騨入を許

可していった。これにより．貯蔵容肚が大幅に地

えた．しかし.諾め込む使砺済み強料の肚力州え

ると，熟負荷の総逓力吠きくなり，それぞれの燃

料染合体の冷却が難しくなる。また，臨界本故

《1",年の東i料f耶紋のようなもの)のリスクを畑やすこ

となく核分裂性物質の高い密庇を途成するために‘

高調密化ラックは．中性子吸収材が入った仕切り

板を使って燃料無合体同士を隔てている。これら

の仕切り板力撚料築合体間の樅の流れを遮断し‘

熱い染合体から冷却の進んだ染合体へ，あるいは．

プール内の空の部分への対流熟伝達を止めてしま

う。

日本では使用済み燃料貯灘の詳細の一郁は．国

民に知らされていない。しかし,福島第一原発4

号機の使用済み腱料は商稠密化ラックを拠ってい

たと報じられている。また．錘済協力開発椴撒の

原子力撒関(OECDﾉ'NH)の2015年報告番は，日本

の原子炉の使剛済み燃料プールではラックのセル

Imの横の流れがないと報告しており，ラックカ彌

調密化股計になっていることを示唆している。

壊滅的な使用済み然料プール火災の潜在的危険

性は‘稲鳥第一の惨事の際に浮き彫りになった。

3号槻と4号機の仙用済み燃料ブも-ルが冷却材を

失いつつあって過熱しているのではないかとの危
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燃科兆合体からの他の核種の放出も．使朋済み

プール火災のほうが炉心溶幽I故より大きくなる

かもしれない。たとえば空気中で郷蒋を起こす

燃料染合体“､滴み悠牒プー ﾙの趣lな祐却材喪失1II"

の兵測nm糸件)のほう力嚥気中で損悔を起こす燃蒋

無合体(MXpiH"!敏の場合に.上り典型的な維綱よりも

多くの舐のプルトニウムを放出しうる．

プルトニウム放出盆の刈大の可能性というのは，

使用済み混合酸化物(Mm)燃料がプールにあった

渦合に生じうる追加的側題の一つである。使用済

みM醜燃料には使用済み低波紬ウラン蛎科梨

合体よりもずっと大きな量のプルトニウムが入っ

ている。日本の多数の原発では‘すでにプールに

使用済みM[Ⅸ燃料ガ弧っているか．近い将来そ

う鞍ることになる。もう一つの懸制噸は．使用

済みM鰍燃料の場合．使用済み継料プール火災

でj"的に生じる温度i(1500~18OOE)において使用

済みウラン燃料よりも大きな側合で抑発性核分裂

生成物〈ﾖｳ索ｾｼｳﾑ,ﾃﾙﾙ)を放出することが実

験において観察されているという点である。

使用済み撰料プールの入った榊避物は気密性を

酒回した股計にはなっていないが聯故で扱悔し
も･

なければある程腿は核分裂生成物の聡境中への放

出を抑えるかもしれない。しかし‘これらの柵遊
物は水素爆発に弱い。このことは，福島第一の1.

3,4号擁での爆発で明らかになった。これらの

炉では．原子炉建屋の頂部淑吹き飛或使用済み

継料･プールが環境に鰹されることになった。

シマの後行ったものである。このW院は，ピーチ

ポトム原子力発祗所のﾏーzI型沸鵬水型炉"局
鋪一の塾~5号後に似た”で大きな想定地鍵による使

用済み燃料プール聯故の結采を‘商密度プールと

低密度ブ鳥一ルの両方について推定した。

最初の研究では．3号と4号の使用済み.蝋料プ

ールから約590ペタベクレルのセシウム137が

放出されると推定された(この囮士,禍穐跡一の机{画し

た厩子炉から火際に股111されたと現在推定されても､ろセシガ八

画の紙の約調l身である)。総いて全身藻母〔判が荷燃

きれた。卓越風が放射能の雲をjigJMJInlに迎ぷと

いう認定だった。諾果は，個人の体全体の熱量

〈単)は放出後般初の96時Ⅲlで，東京にまで至る

地域鰯ZOOkm)において10ミリシーベルト(m"を

超えうるというものだった。これI土，米圓諏塊保

謹庁の韮準に従えば，米国で遊離をもたらす閏値

である。幸い，作紫貝らはこれらのプールの火災

を防ぐことに成功し,悪夢のようなシナリオは現

爽と朧ならなかった。

Z誰目の研究では,NRCはピーチボトム原発

における使用済み蝋科プール火災からのセシウム

137の族出鉦を推定した。プールには約蒟0トン

の使用済み燃料があると想定された。米国のすべ

ての原発と同じく，ビーチ鑑トムでは稠密貯蔑が

行われている。繕果68”ペタベクレルもの放出。

プール内のセシウム137の全逓の42％腱当たる。

しかし｡NRCIままた．ほとんどの使用済み艇

科力乾式貯蔵に移されているというシナリオの下

でのピーチポトムの最大放出趾も計釣;した。この

場合は。セシウム1う7の最大放出量献12ベタベ

クレルに留まった。これでも相当な鼓だ溌尚密

慶の場合よりはずっと小さく、諦島第一の鰍子炉

からの実際の放出丑よりも少ない。

低密庇貯磯へ移行すれば健康披筈が減少するこ

ともNRCの初眺から明らかである。商密皮プー

ル火災の場合の染団被哩綱itは8う万6000人’

シーベルトで，これは約4万～8万人のガン死を

もたらす。低密座プール火災の甥合‘同じ事故シ

ナリオでの無団被曝線逓は2万2200人・シーベ

ルトに留まり，これは1000~2000人のガン死に

(EDGA)の危勵賎 曲
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使用済み燃料プールは，水泳プールのような椛

造物で,鉄筋コンク･リートからなり．,翻れを起こ

さないようにステンレス銅製防渡物で内亜りがし

てある。使用済み龍料築合体は，プールの底に吐

かれた金属ラックに収められている。プールは，

慾科ラプク上蝋の上方約7mの高さまで水が張

られている。水は，冷却機能の他にプールの緯に

アクセスしなければならない作柔貝を守る放射線

逵蔽材の役削も果たす。水の厚い府が挺供する遮

蔽がなければ,凱烈な放射能を持つ使用済み燃料

の放射線レベルにより，作莱階は作業要風にとっ

て非‘肘に危険な場所となるだろう。

使用済み然料から水が急速に排出されると，燃

料染合体の頂部は空気に曝され.最終的には‘残

っている水力聯勝し鯖めるなか，蒸気に曝される

ことになる。慾料莱合体の餅瞳した部分は短時Im

で過然する。各灌料集合体は‘何十木もの燃料雑

を束ねたものである。挫料棒は‘蔵化ウランのベ

レットをジルコニウム合金からなる被泓管の中に

戯れて入れたものである。蝋料維が過熱すると．

被避徳が膨張して破裂し、燃料･ペレットと披級管

のⅢに閉じ込められていた放射性の核分裂生成物

が放出される。ジルコニウム合金の被紐管が800

～900℃に運すると発火する可能性がある。そう

なると．ざらに熱エネルギーを放出し、燃料の加

然逃凌を高めることに老る｡蒸気が存在すると．

ジルコニウムば水蒸気と反応し，爆発の可能性の

ある水素ガスを発生させる。過熱が止められなけ

れば．ウランの燃料ペレット自体が,損鵬'溶融

してしまうような温皮にまで途する。縦終的には，

綱慨した鵬料は‘含まれているセシウム137の

ほとんどすべてを放出しうる。

この那故シナリオは，サンディア国立研究所(ニ

ューメキシヨ州にある米国政府の斫兜”で行われた一巡

の実験によって検証されたものである(EI2)。棋

擬使用済み燃料無合体カミ水の排出きれてしまつ

I4{…loe･"…N"。
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図2訟策使用済み鰹料の過監巽峻
サンデイア国立扇麺のデータより｡

た使肌済み燃料プールで逓､すると予測される然

的条件の下で過熱させられた。染合体は過熱し，

ジルコニウム合金の被捌管が発火し、煥料ペレッ

1,ｶ輪く狐iWした。

このようをシナリオでは，堀も熱い燃料染合体

一取り出してからの期朋が姫も短いもの－が

最初に発火混庇に達し艇え出すことになる。しか

し．ある条件の下では，火災は‘温庇のもっと低

い染合体にまで伝催し、プール全体に及ぶ。そう

なると，プール全休のセシウム】37の大きな部

分が放出きれてしまうことになりうる。

a進の原子炉の炉心が擬燗した福局錐一のサイ

トから大気中に放出されたセシウム137の推定

趾は，20ペタベクレル以下である(1ペタペクレル

(FBqlは粧砂'叩0兆の股射住埋陛を郵崎ろ)。典型的な

使凧済み灌料プールにはその100倍レベルのセ

シウム137力圦っている。

一方｡気体核孤ヨウ素131について見ると．

使用済み燃料プールの火災では．原子炉溌磁訓倣

と比べずっと少避．あるいは，紙視してよいよう

な趾しか放出ぎれない。なぜなら．ヨウ素131

は半減期が8Eで‘燃綱･が凪子炉から取り出さ

れると急速に伽壊するからである。しかし，それ

でも，縦穏交換の原子炉僚止から数週間以内}己使

用済み総科プールの火災が起こった鯛合‘相当丑

のヨウ素131が放出されうる。ヨウ素1う]は’

1986年のチェルノブイリ期故の後，旧ソ述で小

児甲状腺ガンの大幅な瑚大をもたらした核孤であ
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賀鮫出の影蒋

使用済み燃料火災が公衆の徒唯と諏漉にどのよ

うな影聯を与えうるかは二つの分折の結熟がはっ

きり示している。一つは，米国政府がフクシマ叩

故の初期の数日間に行ったものである。当時，3

号槻と4号機の使用済み燃科プールが過然の危

機にさらされているのではと心配ざれていた。も

う一つは．『米国原子力鈍伽l委貝会(NRC)」がフク

’
1

1
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ﾂ鰯がブロックされることになる。逆説的ではあ

るが．この部分的冷却制喪失那故と呼ばれる状況

の鵜合b完全な冷却材喪失鞭故よりも急速な過凱

が生じうる。NRCは部分的冷却材喪失郡故につ

いての#i鉢を公表していない。いずれにしても、

その8鋤は正確ではないかもしれない。なぜなら，

これらのシナリオのモデル化のために仙われたコ

ンピューター，コードについての爽験的険証が不

十分だからである。これらの問阻を研究するため

の災験プログラムがフランスで進行中であるが，

しばらくは結果力孵られない。現在のところ、部

分的冷却材喪失那故においてジルコニウム火災が

十分に分敗された配性状悪や長期冷却の燃料の聯

合でさえ，除ﾀ樺きるかどうか明らかではない。

商密庇の「lx4｣使用済み燃料プール貯職が

安全だということについてのNRCの碓侭は,

数々の楽観的な想定雁もとづいている一大j峰

の確率は低い，地震はプールの底部に氾裂を生じ

きせ完全な冷却材喪失到轍をもたらすrつまり部分的

I舎却材礎畑1敗I準こらなし､]，冷却材喪失辨故は水の

緊急注入などのアクティブな措置によって級和で

きる．などである。しかし，これらの措世の信頼

が商〈商密鹿貯瀧は安全だとの耕砿を出すに当た

って,NRCは多虹防鯉の価他を無視した。ブー

ルをまばらな状態にしておけば,NRCの楽観的

な想定が'Ⅲ述いだと判明した場合に追加的な防渡

暦として機能することになる。しかし‘フクシマ

の後でさえ,NRCは新しい安全措盤を義務づけ

るべきか否かを裁討するに当たって多並防縦を考

蝋することを拒否している。

日本の原子力規制委貝会(NRA)も同扱に．他用

読み燃料の冷却材喪失事故に対処するうえ唾緊

急注水のような緩和措煙にのみ顔ることで良しと

しているようである。しかし,NRAの規劉哲学

は多丞防波に依存するところが大きい。したがっ

て.NRAは．乾式貯瀧の導入により日本の原子

炉のプール内の使用済み然料配世状態をまばらに

するよう妥求することにより得られる多亜防樅に

ついて枝肘すべきである－できれば‘これ以上

の再籾側を進める前に。
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因3－使用済み畑料の麗度パターン
仏の堀ぃ燭科臓順り出芒れ定感閥の姪ってい左いもの,色の薄い斌斜【土簿I川が経つ・亡沮庇
の下がったもの。側砕はくり運しパターンを示ず凹
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Ｌ を低域するよう要求した。とりわけ‘原子力発氾

所に対して、新しく取り出された燃料は’そのま

ま「分散型」配磁状瞳に撞くように命じた。これ

は．通も熱い使用済み然料無合体をまとめて「一

槻荘」配鯉状態に世くのではなく，プール全体に

散らばらせて．古い，比収的冷えた無合体と混ぜ

て慨くというものである(剛3>･NRCは佃力会社

に諭して．ただちに「1×剣の配低状憩を採用
するよう義務づけた。それぞれの慾い梨合体を4

体の比較的冷えた災合体で取り囲むというもので

ある。取り出し後i匝接このような配極状態に撒く

ことが実行不能で，一旦まとめて配世せざるをえ

ない勘合は｡「1×4」の配世状態を逮成するまで

に原子炉停止から‘o日IIIjの澗予が与えられた。

分析の結果‘分散型配阯状態のほうがジルコニウ

ム発火が起こりにくいことが明らかになっている。

急巡に水力辨出されﾀE数時I川以内に完全な冷却材

喪失3職に至るという4f殊な場合，燃料取り出し

のための迎転停止から60日ほどを過ぎると「1

×‘」のプールの使用済み燃料は空気の自然術現

だけで効果的に冷却でき，ジルコニウムの発火渦

僅に到迷することはないとNMは齢擁した。こ

れとは対照的に．非分散型配股状態の泌合hプー

ル火災が起こりえない程度に冷える主でに300

日以上かかる。

使用済み撚料の分紋型函吐の利点は明らかでは

あるが｡それで問題が完全に解決するわけぎはな

い。プールの水力砲巡にではなくゆっくりと排出

きれた場合.慾*蝶合体の底部が水の中に浸かっ

た叢室であるため，挺期IⅢにわたって空気の自然

棚当する。日本の福島飾一からの集団捌哩錬避は

｢鳳子放射銀の影靭に関する国連科学委員会|(UN

SCan)」の推定によると．4万8000人・シーベ

ルトである。つまり，高密座使用済み燃料プール

火災が公衆の他唯に与える影癖は，フクシマの影

靭の40倍近くになる一方,低密庇プール火災の

影靭はフクシマの場合の約半分になると推定され

たのである。

中に入っている核分裂生成物の総量が少ないと

いうことに加え,低密臓プール火災が高密皮プー

ル火災よりも深刻皮が下がるもう一つの理由は，

低密灰プール火災では発生する水素がずっと少な

いことである。これは，プールにあるジルコニウ

ム被斑替の牡がずっと小さいからである。NM

の将蹴で，淵密庇火災においてのみ使用済み燃料

プールを取り囲む部分的防謹榊造物を壊滅的に破

るような爆発を起こすのに十分な水素が発生する

こと力剰明している。

使川済み撚科プール火災の影埋を抑制するうえ

で低密皮プールへの移行がもつ利点が明らかであ

るにもかかわらず.世界の規制当局が危険な商密

庇貯哉方式に幾止狩を打つため&こ行動を起こさな

いのはなぜだろうか。米国では|!NRCは｡(1用

済み爆料火災の可能性力弓蹄に低いから脚を低
減するための措性を装務づけることは必要ではな

いと主張している。

しかし.NRCは，使用済み燃料プール火災に

ついて常にこれほど否定的な期庇を取ってきたわ

けではない。2001年，月11日のテロ攻螺の彼，

NRCは彼殿行為に対する尚密庇プールの脆弱性

！
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